
●
編
集・発

行
津
市
政
策
財
務
部
広
報
課
 〒
514－8611 西

丸
之
内
23－1　

　
　
　
229－3111　

　
229－3339

●
印
刷
 寿
印
刷
工
業
株
式
会
社

広
報
 津

●
毎
月
1日
・
16日

発
行

歴
史
散
歩

●
市
財
政
収
入
の
一
部
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
表
紙
に
広
告
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
津
市
が
保
証
し
て

　
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

伊勢電気鉄道が走っていた当時の岩田川鉄橋（津興橋）

岩田川の下流側から見た現在の津興橋
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伊
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電
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鉄
道
の
名
残
　
津
興
橋

　

岩
田
川
河
口
に
架
か
る
津
興
橋
は
、
市
内
の
他
の

橋
と
は
明
ら
か
に
造
り
が
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
も

と
も
と
あ
っ
た
伊
勢
電
気
鉄
道
の
岩
田
川
鉄
橋
に
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施
し
て
、
自
動
車
が
通
れ
る
橋

と
し
て
利
用
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

現
在
、
伊
勢
電
気
鉄
道
を
し
の
ば
せ
る
も
の
は
、

安
濃
川
鉄
橋
の
橋
台
の
跡
や
、
ア
ス
ト
津
東
側
の
バ

ス
待
機
所
に
あ
る
部
田
駅
の
一
部
な
ど
、
わ
ず
か
し

か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
、
か
つ
て
鉄
道

が
通
っ
て
い
た
こ
と
を
最
も
感
じ
さ
せ
る
場
所
が
、

津
興
橋
で
す
。

　

伊
勢
電
気
鉄

道
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
、
そ

の
前
身
に
当
た

る
伊
勢
鉄
道
が

明
治
44
年
に
創

立
さ
れ
、
大
正

４
年
に
一
身
田

町
駅(

後
の
高

田
本
山
駅)

と

白
子
駅
の
間
で

営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
の

後
、
路
線
の
延
長
を
重
ね
て
、
大
正
13
年
に
は
、
津

市
駅(

後
の
津
新
地
駅)

か
ら
新
四
日
市
駅
ま
で
が
結

ば
れ
ま
し
た
。
伊
勢
鉄
道
は
大
正
15
年
９
月
に
伊
勢

電
気
鉄
道
に
改
称
し
て
、
そ
の
年
の
12
月
か
ら
電
気

運
転
を
開
始
さ
せ
ま
す
。
昭
和
５
年
に
は
、
桑
名
駅

か
ら
大
神
宮
前
駅(

現
在
の
伊
勢
神
宮
外
宮
北
側)

ま

で
、
海
岸
沿
い
に
県
下
の
中
心
都
市
を
南
北
に
結

び
、
人
々
に
「
伊
勢
電
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
11
年
に
参
宮
急
行
電
鉄
に
吸
収

さ
れ
、
伊
勢
電
気
鉄
道
の
名
は
、
わ
ず
か
10
年
余
り

で
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
参
宮
急
行
電
鉄
は
、
昭
和
15
年
に
関
西

急
行
電
鉄
と
養
老
鉄
道
、
そ
の
翌
年
に
大
阪
電
気
軌

道
と
合
併
し
て
関
西
急
行
鉄
道
と
な
り
、
さ
ら
に
は

昭
和
19
年
に
南
海
鉄
道
を
合
併
し
て
近
畿
日
本
鉄
道

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、
旧
伊
勢
電
気
鉄
道

の
路
線
の
う
ち
、
新
松
阪
駅
と
大
神
宮
前
駅
間
は
昭

和
17
年
に
、
江
戸
橋
駅
と
新
松
阪
駅
間
は
昭
和
36
年

に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
あ
る
路
線
跡
の
大
部
分
は
、
通
称

近
鉄
道
路
と
呼
ば
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

鉄
橋
を
渡
る
電
車
の
音
が
響
い
て
い
た
津
興
橋
。
時

代
が
鉄
道
か
ら
自
動
車
へ
と
移
り
行
く
中
で
、
自
ら

の
役
目
を
変
え
な
が
ら
、
今
も
人
々
の
足
を
支
え
て

い
ま
す
。


